◎2012年CGAP写真コンテストの優勝者を発表　　CGAP
【ワシントン2012年10月24日PRN＝共同JBN】2012年CGAP写真コンテストの優勝者はトルコのヤブズ・サリイルディズ（Yavuz Sariyildiz）氏に決まった。同氏の写真は、世界80カ国のプロフェッショナルおよびアマチュア写真家が応募した2500点という記録的な数の作品から選ばれた。同氏の写真「Smoke of Charcoal（木炭の煙）」は、地元市場で売るために木炭を大きさによって分別する人々を描いている。
このリリースに関するマルチメディア資料を閲覧するには以下をクリック。
http://www.multivu.com/mnr/56882-cgap-announces-winner-of-2012-photography-contest

　（Photo: http://photos.prnewswire.com/prnh/20121023/MM97983）
　（Logo: http://photos.prnewswire.com/prnh/20110412/MM81963LOGO）
トルコの大手銀行で中小企業を担当するアシスタント・ゼネラルマネジャーだったサリイルディズ氏は「写真は2004年から始めたが、すぐに、夢中になった。25年間銀行に勤めたあと、2009年に退職した。今はフルタイムのフリーランス写真家である」と語った。
審査員はこのほか、世界から集まった28点の写真を最終選考に選んだ。作品は、金融包摂の実態を伝える技術的な手腕、心理面に与える影響、能力が際立っていた。特に注目すべきは、第3位に選ばれた中国のワン・シャオホン（Wang Xiaohong）氏の「Happiness（幸福）」で、審査団は作品が放つ感情的エネルギーを称賛した。
入賞者全員のリストとその作品は以下のウェブサイトを参照。
http://www.cgap.org/news/cgap-announces-winners-2012-photography-contest

コンテストには80カ国以上の写真家が参加し、7回目となる今年のコンテストはこれまでで最も競争が激しいものとなった。参加作品はその独創性、技術的な卓越、構図、全体的な影響、芸術的価値に基づいて審査された。審査団はワシントン・ポスト紙のフォト・エディターであるアン・ファラー氏、ナショナル・ジオグラフィック誌のフォト・エディターであるクリス・コーム氏、シティグループの美術ディレクターであるスザンヌ・レマキス氏、コーコランスクール・オブ・アート・アンド・デザインのニューメディア・フォトジャーナリズムのディレクターであるスーザン・スターナー氏で構成された。
毎年開催されるCGAP写真コンテストは、貧しい家庭がマイクロファイナスを利用するさまざまな方法と、金融包摂が貧しい人々の生活を向上させることができることを示すアマチュアおよびプロフェッショナルの傑出した写真を紹介することを目的にしている。今年の大賞は写真器材とアクセサリー用の2000ドルの商品券である。
CGAP写真コンテストの詳細については、Jeanette Thomas（jthomas1@worldbank.org）まで電子メールで問い合わせを。
▽CGAPについて
CGAP（The Consultative Group to Assist the Poor）はマイクロファイナンスを推進する世界的に有力な組織である。CGAPは、世界の貧しい人々のために金融へのアクセスを効果的に拡大する目的で、客観的情報、専門的見解、革新的なソリューションを金融業界、政府、投資家に提供する。詳細はhttp://www.cgap.orgを参照。
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